






刺繍が入った特注と思われるも まで残っていた。そ 並並ならぬ熱量はエッセイとしても残されている。昭和二十八年に発表された「外套 帽子」がそうだ。タイトルからもわかるように内容は前半が外套、後半は帽子にての乱歩の求める「調和」 述べらている。その冒頭部分はこうだ。　　
帽子は外套以上の難物である。洋









の山の部分が、普通のように扁平でなくて、 上方にもり上がっている （そのために真綿の芯を入れた） 。そしてそ 下に学生帽のよりは幅の狭い帯状の部分があり、ヒサシ ある、という格好なのだ。
　
刺繍入りの「鳥打帽」はまさにこの








 〜 「調和」 へのこだわり〜
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